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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　可拡充式気体伝送システムであって、ＰＡＰ装置と感知装置を含み、
前記ＰＡＰ装置は、
可呼吸気体を患者に供給する気流産生器と、
制御信号を前記気流産生器に提供する処理器と、
前記処理器に制御される第一デジタル通信モジュールと、を含み、
　前記感知装置は、
患者から生理情報を取る、少なくとも１つの感知器と、
前記感知装置の方から提供する生理情報を受け取り、そして受けとった生理情報に基づい
て、信号／データを産出する処理器と、
前記処理器に制御される第二デジタル通信モジュールと、を含み、
ここで、若しもＰＡＰ装置と感知装置をお互いに不接続する場合に、本ＰＡＰ装置は自動
的に元々内部制定する単独操作方式モードに入り、そして元々内部制定する第一供気行為
を執行し、
また前記ＰＡＰ装置と前記感知装置をお互いに接続する場合に、前記ＰＡＰ装置は共同操
作方式に入り、共同操作方式期間の場合に、前記ＰＡＰ装置と前記感知装置は其々デジタ
ル通信モジュールでデジタル通信を進行することで前記信号／データは前記感知装置から
前記ＰＡＰ装置までに伝送することにより、前記信号／データによって第二供気行為を制
御し、
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前記ＰＡＰ装置は全体的の供気期間時に前記感知装置の接続或は不接続検出動作を停止し
ないで続け、そして前記感知装置の接続或は不接続の状況下で及び前記感知装置の側から
提供する前記信号／データに基づいて動態的に供気行為を調整することを特徴とする、可
拡充式気体伝送システム。
【請求項２】
前記第一デジタル通信モジュールと前記第二デジタル通信モジュールは有線式或いは無線
式である、請求項１に記載の可拡充式気体伝送システム。
【請求項３】
　　前記感知装置の数量は複数個を成し、単種類、或いは多種類生理情報に関する単個、
或いは複数個の信号／データを提供する、請求項１に記載の可拡充式気体伝送システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は可拡充式気体伝送システム及び気体伝送方法に関し、特に、可拡充／可入れ換
え生理信号供給源を受信できるに関すること、伝送圧力を調整し、患者の異なる需要の可
拡充式気体伝送システム及び方法に対応すること。
【背景技術】
【０００２】
　閉塞性睡眠時無呼吸症候群（Ｏｂｓｔｒｕｃｔｉｖｅ　Ｓｌｅｅｐ　Ａｐｎｅａ　Ｓｙ
ｎｄｒｏｍｅ，ＯＳＡＳ）というのは睡眠中に上呼吸道は崩し、或いは狭くなることによ
って、口と鼻気流は中断になること。
【０００３】
　ＣＰＡＰ（Ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　Ｐｏｓｉｔｉｖｅ　Ａｉｒｗａｙ　Ｐｒｅｓｓｕｒ
ｅ、持続気道陽圧）システムには当面主なＯＳＡＳを治療方式である、陽圧呼吸装置（Ｐ
ＡＰ装置）は睡眠中に口と鼻にマスク着用方式によって、患者に圧力を提供すること、そ
うすると、患者の呼吸道に順調を維持させ、塞がり現象を避けること．また患者は一晩中
に呼吸を正常させる、しかも、睡眠が中断されないため、体力を回復すること。
【０００４】
　一般的なＰＡＰ装置は固定な正圧のＰＡＰ装置を提供すること、他のＰＡＰ装置もある
、例えば、その中一つはＢｉＰＡＰ（Ｂｉｌｅｖｅｌ　ＣＰＡＰ、双圧気道正圧呼吸）装
置、二つ正圧を提供し、息を吸う時、高い正圧を提供する、息を吐く時、低い正圧を提供
する、もう一つはＡｕｔｏＰＡＰ（自動気道正圧呼吸）装置、患者の無呼吸／低呼吸状況
を自動的に検測し、圧力の提供を変化すること、更にもう一つはＶＰＡＰ（Ｖａｒｉａｂ
ｌｅ　ＰＡＰ、可変化な気道正圧呼吸）装置、自動的に患者の呼吸方式によって、圧力を
調整すること。
【０００５】
　全て発展は患者の呼吸変化によって、気体圧力を変えることに集中、不適切な伝送圧力
を避けること、もし過小な圧力を提供する場合、呼吸気道順調の効果が維持できない、ま
た、過大な圧力を提供する場合、使用者は不快感を感じさせ、しかも、気体漏れの恐れも
ある、また、患者を睡眠期間に覚醒状況、ＰＡＰ発展の主要改良目標の一つでは、患者の
所要最小有効圧力値を提供すること、使用時に患者の快適を向上すること、例えば、ＵＳ
６，３４９，７２４はこの方面を改進すること。
【０００６】
　然しながら、大部分のＰＡＰ装置では固定的なハードウェア配置がある、提供できる機
能は限られるため、患者の異なる需要が対応できないこと、改善することに対し、ＵＳ２
００７／０１９３５８３は予め載せるプログラムを増加することによって、多種な気体伝
送方式を提供する、及びＵＳ２００７／００２３０４５はハードウェアの変化可能性を提
供すること、それ以外ＵＳ６，３９７，８４５やＵＳ７，２０４，２５０は患者睡眠段階
を生理信号で換算し、気体伝送調整の基礎になること。
【特許文献１】ＵＳＰ第２００７／０１９３５８３号
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【特許文献２】ＵＳＰ第２００７／００２３０４５号
【特許文献３】ＵＳＰ第６３９７８４５号
【特許文献４】ＵＳＰ第７２０４２５０号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述に鑑みて、本発明の主な目的は、ＰＡＰ装置はＰＡＰ装置接続するの少なくとも外
部感知装置に提供することによって、でハードウェア配置のフレキシビリティーを増加す
ること、可拡充式気体伝送システムを提供することにある。
【０００８】
　本発明の別の目的は、前記外部感知装置は取った生理信号によって、信号／資料を前記
ＰＡＰ装置に提供し、気体伝送圧力を調整する、患者の需要の適当な感知装置を採用する
ことによって、気体伝送圧力は相対の変化ができる、可拡充式気体伝送システムを提供す
ることにある。
【０００９】
　本発明のさらに別の目的は、ＰＡＰ装置は前記外部感知装置と接続しなくても、供気行
為も執行できる、可拡充式気体伝送システムを提供することにある。
【００１０】
　本発明のさらに別の目的は、気体伝送圧力を調整する、また、近づく最小圧力伝送値で
、適当な快適性を提供し、覚醒の発生及び副作用の産生を減少すること、可拡充式気体伝
送システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記が述べたように、ＰＡＰ装置の改良は主に最適な供気圧力を重視し、快適性を向上
すること、不適当な伝送圧力で引き起こし影響を減少すること。
【００１２】
　本発明の態様により、気体伝送システム中で気体伝送様式の決定方法が提供される。前
記気体伝送システムはＰＡＰ装置と、感知装置を含む、前記ＰＡＰ装置は患者に加圧の可
呼吸気体を供給する、と前記感知装置は感知器によって患者から生理情報を取ること、前
記方法では、前記ＰＡＰ装置を開くこする、前記ＰＡＰ装置は前記感知装置と接続するか
どうかを検査する、仮に前記ＰＡＰ装置は前記感知装置と接続しない場合、前記ＰＡＰ装
置は先に設定する単独操作方式に入り、また、第一供気行為を執行する、患者に可呼吸気
体を供給すること、或いは仮に前記ＰＡＰ装置は既に前記感知装置と接続する場合、前記
ＰＡＰ装置は共同運作方式に入り、共同運作方式期間にある、測った生理情報によって、
前記感知装置は信号／資料を生み出し、前記ＰＡＰ装置に伝送する、前記信号／資料は可
呼吸気体を患者の第二供気行為に供給することを参与決定する、及び気体伝送期間ステッ
プスまでは繰り返しを執行する、というステップを含む。
【００１３】
　本発明の別の態様により、可拡充式気体伝送システムは、ＰＡＰ装置及び感知装置を含
む、前記ＰＡＰ装置には下記のように含む、気流産生器、可呼吸気体を患者に供給と、処
理器、制御信号を前記気流産生器に提供と、デジタル通信モジュール、前記処理器に制御
される、前記感知装置には下記のように含む、少なくとも１感知器、患者から生理情報を
取ると、処理器、前記感知器の生理情報を受け入れて、信号／資料を生み出すこと、デジ
タル通信モジュール、前記処理器に制御される、そのうち、前記ＰＡＰ装置、と前記感知
装置は其々デジタル通信モジュールでデジタル通信を進行することで、前記信号／資料は
前記感知装置から前記ＰＡＰ装置に伝送する、前記気流産生器の供気行為を制御する。
【００１４】
　しかも、前記ＰＡＰ装置は感知装置のデジタル通信モジュールと互い、或いは外部装置
と、例えば、コンピューター、手持ち装置、有線、無線で交換すること。
【００１５】
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　好ましくは、気流産生器の供気は感知装置が提供する情報を調整することによって、最
適な伝送圧力を提供し、なるべく快適な使用経験を提供すること。
【００１６】
　前記生理情報は下記のように含まれるが、限られずに、呼吸周期（Ｒｅｓｐｉｒａｔｏ
ｒｙ　Ｃｙｃｌｅ）、睡眠時無呼吸（Ａｐｎｅａ）／低呼吸（Ｈｙｐｏｐｎｅａ）の発生
有無、睡眠段階（Ｓｌｅｅｐ　Ｓｔａｇｅ）、及び体姿勢（Ｂｏｄｙ　ｐｏｓｉｔｉｏｎ
）など、一方、感知器は下記のようにあるが、限られずに、呼吸気流感知器、呼吸縛り帯
、マスク結合するの気流／圧力感知器、チュービング結合するの気流／圧力感知器、鼾音
感知器、酸素感知器、心拍感知器、体姿勢感知器、四肢運動感知器、心電電極、脳電電極
、眼電電極、筋電電極など。
【００１７】
　しかも、前記感知装置と感知器の数量及び形態は限られずに、複数個感知装置はＰＡＰ
装置と合わせて、或いは複数個は感知装置の感知器を連接して、使用者の需要によること
。
【００１８】
　この実施例において、ＰＡＰ装置／感知装置は毎回使用後に治療結果が示される、例え
ば、ＲＤＩ（Ｒｅｓｐｉｒａｔｏｒｙ　Ｄｉｓｔｕｒｂａｎｃｅ　Ｉｎｄｅｘ、呼吸障害
指数）／ＡＨＩ（Ａｐｎｅａ／Ｈｙｐｏｐｎｅａ　Ｉｎｄｅｘ、無呼吸呼吸指数）、使用
者は治療されることに対し有効かどうかが分かること、及び使用の感知装置（感知器）は
適当するかどうか、結果によって、使用者は感知装置（感知器）を切り替え、或いは増加
すること、供気行為要素を調整して、治療効果を向上すること。
【００１９】
　更に、前記ＰＡＰ装置／感知装置にはメモリが含まれる、例えば、ＰＡＰ装置設定値、
気体圧力曲線変化、呼吸曲線変化、ＲＤＩ／ＡＨＩ、他の使用状態などを記録する、今後
の評定に役立つこと。
【００２０】
　また、前記感知装置は信号／資料をＰＡＰ装置に提供すること以外、前記ＰＡＰ装置は
供気情報を感知装置にも提供できることで、感知装置の信号／資料の決定を参与すること
。
【００２１】
　それに、本発明の気体伝送システムもネットワークと接続できることで、更に機能を拡
充すること、例えば、ネットワークのダウンロード方式で、どんなＰＡＰ装置或いは感知
装置でも設定／操作を変更可能ことで、異なる使用者、或いは異なる生理変化を対応する
こと、それに、ネットワークのアップロード方式で使用者は設定情報、操作記録、及び関
する資料を遠端医療関係者に送信できること、そうすると、簡単また有効な方式で治療効
果を理解すること、更にＰＡＰ装置の設定を調整すること。
【００２２】
　周知の、ＰＡＰ装置の価格は安くない、使用者にとって大きな負担になる、従って、本
発明の方式を通し、使用者は需要が変化する時、唯外部感知装置の方式を変えれば、変化
が対応できる、使用者にとって購入コストが節約する、それに、信号／資料の内容は感知
器の種類及び数量が決定次第、従って、コストを抑えることは感知器を変化すること。
【００２３】
　それに、本発明の可拡充式構造は特にＰＡＰ装置の滴定プロセスに有利すること、感知
装置の種類及び数量の変化によって、システム全体は患者の異なる生理状態を適応する、
良い供給行為になること、互い交換の外部装置の即時修正することを通し、滴定プロセス
を簡単になる、また、もっとネットワークの機能を繋がることで、使用者は自宅で滴定プ
ロセスを進行することが可能、アップロード方式で医者／睡眠エンジニアに解読をもらえ
、或いはウェブサイトの分析プログラムで滴定の結果は適切するかどうかが理解し、或い
は即時ネットワークを繋がる方式に直接利用し、医者／睡眠エンジニアは遥かから滴定プ
ロセスを監視制御すること。
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【００２４】
　更に、本発明に関するのは生理感知装置は、少なくとも１つの感知器と処理器が含まれ
る、前記感知器には患者から生理情報を取得すること、処理器には感知器の生理情報を受
信して、生理情報を分析し、分析結果を産生すること、特に、前記生理感知装置にはデジ
タル通信モジュールを含み、患者に可呼吸気体のＰＡＰ装置を供給することとデジタル通
信を進行すること、受信した生理情報によって、産生した信号／資料をＰＡＰ装置に伝送
できる、可呼吸気体の供給圧力変化を制御すること。
【００２５】
　本発明のＰＡＰ装置は感知装置と互いに独立の特性に基づいて、気体伝送機能は不使用
の時、感知装置も単独使用が可能、自宅の生理検査機能を提供する、また、外部運算装置
、コンピューター装置（及びネットワーク）を合わせる場合、更に分析結果をもらえ、多
重な需要の目標を満足させる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、例として挙げる本発明の最良の実施例と図面に基づき、本発明についてより詳細
に説明し、更なる理解を促す。
【００２７】
　本発明の概念で、可拡充式気体伝送システムは二つに分けてある、ＰＡＰ装置及び少な
くとも１外部感知装置が含まれる、その中、ＰＡＰ装置は患者に加圧の可呼吸気体を提供
し、独立運行を進行する、或いは外部感知装置と共同運行する、外部感知装置はＰＡＰ装
置と接続することが可能、両者間の交換を利用して、可拡充式気体伝送システムを共同操
作する。
【００２８】
　図１の本発明に基づくＰＡＰ装置及び感知装置の電路方塊図を示す、及び第２Ａ～２Ｂ
図の本発明に基づくＰＡＰ装置及び感知装置の概略図である。この図に示すように、前記
ＰＡＰ装置１０では、処理器１１、気流産生器１２、デジタル通信モジュール１３、電源
を含む、その中、処理器１１はＰＡＰ装置の運作を制御する、気流産生器１２は処理器の
指示で患者に加圧呼吸気流を提供する、デジタル通信モジュール１３はＰＡＰ装置１０が
外部からデジタル信号を受信、或いは対外にデジタル信号を伝送するインターフェイス、
電源１４はＰＡＰ装置運作の電力を提供する、自宅で使用する時、電力の供給源は市内電
力である、旅行する時、電力の供給源は電池である。
【００２９】
　加圧の可呼吸気体装置を提供とし、ＰＡＰ装置１０はユーザーのインターフェイスと接
続し、つまり、マスク、気を送るチュービングど様々関する部品、公知技術に関わるため
、こちらで述べないこと。
【００３０】
　更に、外部感知装置２０には処理器２１、少なくとも１感知器２２、デジタル通信モジ
ュール２３、及び電源２４を含み、その中で、処理器２１は外部感知装置２０を制御し、
感知器２２は処理器２１の指示を受け、患者はＰＡＰ装置１０を使用する期間の生理情報
を検測すること、例えば、患者の体の表面、マスク、チュービング内から取得する、デジ
タル通信モジュール２３は対外交換を進行する、例えば、前記ＰＡＰ装置１０のデジタル
通信モジュール１３と交換進行して、及び電源２４は外部感知装置２０の操作電力を提供
すること、電源２４は充電電池でもある、ＰＡＰ装置では充電座がある、充電を進行する
、また、感知装置は電池入れの方式を採用する以外、或いは接線でＰＡＰ装置から電力を
取得すること。
【００３１】
　また、ＰＡＰ装置１０及び感知装置２０のデジタル通信モジュール１３、２３は双方間
、或いは外部装置と（例えば、コンピューター、手持ち装置）有線、無線を進行する、制
限なし。
【００３２】
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　尚、伝送定圧の基本ＰＡＰ装置以外、前記ＰＡＰ装置１０は供気圧力を制御する機能者
もある、例えば、ＢｉＰＡＰ或いはＡｕｔｏＰＡＰなど、この時、ＰＡＰ装置は制御根拠
を提供する、例えば、圧力値、漏れ気量、呼吸周期などを提供することによる、つまり、
本発明のＰＡＰ装置１０は各種形式のＰＡＰ装置でもある、制限なし。
【００３３】
　下記に述べるのはＰＡＰ装置１０は外部感知装置２０との運作方式。
【００３４】
　図３に示すように、本発明に基づいた可拡充式気体伝送システムの実施フローチャート
である、まず、ＰＡＰ装置１０の電源を立ち上る後、処理器１１は先にデジタル通信モジ
ュール１３は他の装置と接続するかどうかを検査すること、デジタル通信モジュール１３
はＵＳＢ、ブルートゥースなどで接続できる。
【００３５】
１．もし、外部の接続を発見しない場合：
　この時、ＰＡＰ装置１０は先に設定した単独な運作方式に入り、つまり、外部接続装置
がない状況で、ＰＡＰ装置は運作が継続できる、単独運作方式で、気流産生器１２は処理
器１１が記載する第一供気行為を執行し、患者に加圧の可呼吸気体を伝送すること。この
時、もしＰＡＰ装置１０はＣＰＡＰ装置であれば、供気行為は固定圧力の可呼吸気体を伝
送する、或いは、ＰＡＰ装置１０はＢｉＰＡＰ装置であれば、供気行為は二個圧力が伝送
した数値間の変化の可呼吸気体を伝送する、即ち、ＰＡＰ装置１０自身の機能が制限され
ないこと。
【００３６】
２．もし外部感知装置２０と接続することが発見すれば：
　この時、ＰＡＰ装置は共同運作方式に入り、共同運作方式で、ＰＡＰ装置１０は外部感
知装置２０と一緒に執行の第二供気行為を決定する、その中、ＰＡＰ装置１０は運作期間
で、感知装置２０と接続することを検査しつつあり、即時に運作方式を調整すること。
【００３７】
　外部接続を発見し、共同運作方式を立ち上る後、先ず、ＰＡＰ装置１０は外部感知装置
２０との間は交渉プロセス（Ｎｅｇｏｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｃｅｓｓ）を執行する、例
えば、認証及び信号交換、互いに相手がどんな能力（Ｃａｐａｂｉｌｉｔｉｅｓ）を提供
するのかを了解すること、交渉プロセス後、両者間の提携方式が決定できる、例えば、ど
っちが主導を進行する、或いは両者とも生理信号の取得能力が持つ時、異なる生理信号に
其々提携方式を提供すること。
【００３８】
　提携方式を確認した後、共同運作プロセスを開始する。
【００３９】
　共同運作期間で、感知装置２０が取得した生理情報によって、１個信号／資料を生み出
す、両者のデジタル通信モジュール１３、２３を利用し、前記信号／資料をＰＡＰ装置１
０に伝送する、そして、前記信号／資料は第二供気行為の決定要素になる、例えば、ＰＡ
Ｐ装置１０の処理器１１は受信した信号／資料を参考し、第二供気行為を決定する、或い
は、感知装置２０は信号／資料でＰＡＰ装置１０の供気行為を制御すること。
【００４０】
　共同運作方式で、ＰＡＰ装置１０及び感知装置２０の間にはマスタ／スレーブの関係が
ある、例えば、ＰＡＰ装置は感知装置２０と互いに交換する時、圧力伝送を制御するのは
感知装置２０である、ＰＡＰ装置、或いは両者一緒にする、例えば、両者は同時、順次、
或いは規則によって制御を進行する、従って、制限なし。
【００４１】
　他に、上記が述べたマスタ／スレーブの関係以外、ＰＡＰ装置１０自身は生理相関信号
の検測機能を付くこと、感知装置２０が感知する生理相関信号及び繰り返す、この状況で
、感知装置２０は繰り返す生理信号の取得を停止し、或いは感知装置２０が取得する信号
をＰＡＰ装置の取得者に入れ替える、或いは先に両者が取得した信号を比較し、例えば、
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其々各信号によって、調整した治療効果を比較し、使用需要者に最適を選出する、従って
一定制限がないこと。
【００４２】
　それに、デジタル通信を通して、外部感知装置が提供する信号／資料は供気行為を参与
決定すること以外、ＰＡＰ装置も感知装置に供気期間が獲得相関情報を提供する、信号／
資料を生み出す、或いは制御する時の参考とする。
【００４３】
　だから、本発明が提供する単独運作方式及び共同運作方式によって、どんな種類ＰＡＰ
装置も外部感知装置と提携で供気行為を調整する、更に使用者需要に最適する。
【００４４】
　例えば、ＰＡＰ装置は定圧のＣＰＡＰ装置を伝送する時、異なる感知装置と提携によっ
て、余分の気体伝送能力をもらい、ＢｉＰＡＰ、ＡＰＡＰ、ＶＰＡＰなど、或いは圧力緩
増曲線（Ｒａｍｐ）の情報をどう調整することを獲得する。そして同様に、ＢｉＰＡＰ装
置、ＡＰＡＰ装置、ＶＰＡＰ装置などは同じ方式で余分の使用者の生理情報を獲得する、
本来の圧力調整にて他の調整根拠を増加する、そうすると、自然に供気圧力変化をもっと
精準すること。
【００４５】
　感知装置２０はＰＡＰ装置１０と分離するため、感知装置２０の設置位置が制限されず
、正確な生理相関信号を提供することに準ずる、直接に使用者生理状況の変化を反応する
、だから、感知装置の参与を通し、共同決定する第二供気行為は使用者の真実呼吸変化に
接近する、使用最適性を改善し、覚醒を減少すること。
【００４６】
　だから、上記が述べたように、本発明の可拡充気体伝送システムの運作は動態的である
、ＰＡＰ装置１０は動態的に感知装置２０との接続を検測することを除く、運作方式を決
定以外、共同運作期間で、ＰＡＰ装置１０は感知装置２０と連動し、動態的で気体伝送を
調整し、もっと適当な治療効果を獲得する。
【００４７】
　外部の感知装置２０はＰＡＰ装置１０の伝送気体圧力がどう決定するか、下記が述べた
ように。
【００４８】
　一般に、感知装置２０が生み出した信号／資料の生理情報は下記のように含まれるが、
限らずに、呼吸周期、睡眠時無呼吸／低呼吸の発生有無、睡眠段階、及び体姿勢など、こ
れら生理情報は使用者の呼吸方式及び生理状況に役立つ。
【００４９】
　通常、呼吸周期の生理情報が決定できるのは下記のように含まれるが、限らずに、呼吸
運動、呼吸気流、マスク内気流／圧力、チュービング内気流／圧力、胸筋電信号など、陲
眠時無呼吸／低呼吸の発生有無を決定する生理情報は下記のように含まれるが、限らずに
、呼吸運動、呼吸気流、鼾音、酸素飽和度、及び心拍数など、睡眠段階の生理情報を決定
するのは下記のように含まれるが、限らずに、ＥＥＧ信号、ＥＯＧ信号、ＥＭＧ信号、及
びＨＲＶなど、体姿勢の生理情報を決定するのは下記のように含まれるが、限らずに、体
運動、四肢運動、及びＥＭＧ信号など。
【００５０】
　治療期間に、もう１気体伝送の重要変化は圧力緩増プロセス（Ｒａｍｐ　ｐｒｏｃｅｓ
ｓ）、供気圧力は定値（治療圧力）前に上昇する平緩圧力上昇プロセス、圧力緩増プロセ
スは使用者が睡眠前に低い圧力値によって使用の最適性を向上すること。圧力緩増プロセ
スの情報を決定するのは下記のように含まれるが、限らずに、ＥＥＧ信号、ＥＯＧ信号、
ＥＭＧ信号、心拍数など。
【００５１】
　本発明の中で、外部感知装置２０の役割は生理情報を弾みに提供し、供気行為を決定す
る、しかも、外部感知装置２０は異なる感知器と接続する時、異なる需要の異なる信号／
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【００５２】
　尚、特に提出するのは、本発明はマスク結合するの及びチュービング結合するの気流／
圧力感知器を利用し、直接にマスク／チュービング内の気流／圧力変化を検測すること、
従って、漏れ気量（Ｌｅａｋａｇｅ）を獲得するため、ＰＡＰ装置中に設置する伝統気流
／圧力感知器の計算を省けること。
【００５３】
　他の優勢的には、ある生理信号（例えば、呼吸気流、ＥＥＧ、ＥＯＧ、ＥＭＧ、前額部
／耳の酸素飽和度、及び鼾音）の取る位置は頭付近にある、相当マスクに接近、従って、
前記感知装置はマスクとの合わせを実施する、例えば、固定マスクの帯体或いはマスク自
体の上と合わせ、使用者の設置を利便性にする。
【００５４】
　上記に述べたのは唯例の説明用、本発明制限を用いない、気体伝送圧力変化の基礎とし
て、及び生理相関信号は本発明の可応用に属する。
【００５５】
　下の表１にて各種可応用の生理情報を並び、取得情報の所要感知器を、及び相対応な睡
眠情報、但し申請人は下記が並びことは参考として、同様に強調する、本発明制限を用い
ない。
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【表１】

【００５６】
　だから、前記外部感知装置２０は異なる種類の感知器２２と接続する時、ＰＡＰ装置１
０は異なる種類の信号／資料を受け入れ、しかも、両者間の交流及び受け入れ信号／資料
によって、ＰＡＰ装置１０は異なる供気方式を執行する、更に最適な供気圧力を提供する
こと。
【００５７】
　つまり、本発明は外部感知装置２０の方式を設置することによって、成功的にＰＡＰ装
置１０は使用上の弾みを増加する、伝統的なハードウェア構築の制限を外す、ＰＡＰ装置
１０は異なる使用者の適応性を大幅に向上すること。
【００５８】
　外部感知装置２０は感知器２２と接続する種類及び数量、同様に制限されない、感知器
は異なる需要によって変化する、例えば、仮に睡眠時無呼吸／低呼吸の発生有無を検測す
ることによって、伝送気体の圧力変化を決定したい時、感知器を選択するのは、但し限ら
ずに、呼吸気流感知器は鼾音感知器を加える、他に、仮に睡眠段階によって気体伝送圧力
を調整したい時、前記感知装置は更にＥＥＧ／ＥＯＧ／ＥＭＧ電極を接続する、つまり、
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前記感知装置は気体伝送を決定することが関連する時、単なる１信号／資料は単種類或い
は多種類の生理情報に関すること。
【００５９】
　外部感知装置２０の数量は限らずに、例えば、上記が述べたように多種類感知器は其々
数個感知装置を接続する、そして、各感知装置は其々自身の信号／資料を生み出して、前
記ＰＡＰ装置に伝送する、数個感知装置及びＰＡＰ装置を、気体伝送圧力を共同決定する
、この時、数個感知装置を持つ時、各感知装置はＰＡＰ装置と交換進行の方式以外、数個
感知装置の中の一つは主要な制御を実施して、他の感知装置はＰＡＰ装置間と交換するこ
とを統合に責任取る、従って、実施は制限ないで、異なる需要で変えること。
【００６０】
　またＰＡＰ装置１０は感知装置２０と連結する場合、可呼吸気体の供気圧力はどう調整
するか、下記の通りを述べる。
【００６１】
　まず、申請人が解明するのは、一般的なＰＡＰ装置（ＣＰＡＰ、ＢｉＰＡＰ、ＡＰＡＰ
、ＶＰＡＰなど）が操作時の圧力範囲は医者／エンジニアが確認の設定値で決めること、
但し、感知装置は需要がある時に圧力制限を調整することも可能である。
【００６２】
　共同操作方式の中で、感知装置は生理信号を提供することで、ＰＡＰ装置は供気行為を
決定すると提携状況もある。
【００６３】
　或いは、感知装置は信号／資料をＰＡＰ装置に伝送することによって、直接に伝送圧力
を制御すると提携状況もある。
【００６４】
　一つ可能の方式は、前記信号／資料はＰＡＰ装置の伝送圧力の増加／減少をもたらす、
例えば、もし感知装置は患者のＲＤＩ／ＡＨＩ値が高くことを発見したら、伝送圧力は低
くことを示す、この時、感知装置は前記信号／資料を経由し、気流産生器を制御する、圧
力を増加させ、ＲＤＩ／ＡＨＩ値を先に設定の範囲までに戻す、感知装置は前記信号／資
料を送信し続けば、供気行為は連続的に修正すること、それで、全体操作期間の伝送行為
記録は圧力及び時間的な関係図を提供する。
【００６５】
　もう一つ可能の方式は、前記信号／資料はＰＡＰ装置に目標圧力、或いは、圧力増加／
減少数値を提供する、例えば、前記信号／資料は直接にＰＡＰ装置に伝送圧力７ｃｍＨ２
０、或いは増加／減少１ｃｍＨ２０の伝送圧力を指示する、もう一つ可能の方式は、百分
率の方式で圧力増加／減少を示す、例えば、ＰＡＰ装置は指示を受け、当面圧力値の１０
％を増加し、或いは圧力上限の３０％に減少する、更にもう一つ可能の方式は、先に設定
する圧力値の演算式を提供し、ＰＡＰ装置は計算で需要の圧力を獲得させる。
【００６６】
　それに、良い実施例の中で、前記ＰＡＰ装置はＢｉＰＡＰである時、前記信号／資料は
吸気及び呼気期間の圧力値（ＩＰＡＰ及びＥＰＡＰ）が適当するかどうかを評価になるこ
と、更に、もし前記信号／資料の生み出しは呼吸周期以外、他の生理情報も参考する、例
えば、睡眠段階、前記信号／資料は更にＩＰＡＰ及びＥＰＡＰは異なる睡眠段階によって
、移しを産生させる、そうすると、ＢｉＰＡＰは本発明の調整機制を通し、良い効果を達
成する。
【００６７】
　注意すべくのは、上記の圧力調整機制は更に挙げた例を解釈するため、同案の制限を用
いない、ＰＡＰ装置は外部感知装置との間の交換を通すことによって、供気圧力の方法を
調整することは当案の範囲にある。
【００６８】
　更に、ＰＡＰ装置１０及び外部感知装置２０の中で、メモリ３０が含まれ、内蔵式或い
は取り外す式、機能の保存を提供し、全体気体伝送システムの所有運作過程は記録を獲得
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させる。
【００６９】
　メモリを通し、医者／エンジニアは治療過程及び生理状況を理解する。
【００７０】
　異なる体状況によって呼吸方式が違う、例えば、太くなること、細くなることなど、Ｐ
ＡＰ装置の設定は患者の生理状況に合うかを定期的に検査する、治療効果は予想に合わな
い時、患者は更に医者の意見を聞き、この時、メモリを通し、医者は簡単に記録を取る、
他に伝送圧力の変化以外、感知装置の感知器を通し、治療期間に有用な情報、例えば、睡
眠段階、及び体位置、記録を獲得する、従って、医者は全面的に患者を了解し、それに、
メモリが取り外す時、患者は唯メモリを病院へ持って行ける、仮に医者はＰＡＰ装置の設
定に調整需要があれば、直接変更し、メモリ３０に保存する。
【００７１】
　別の実施例の中で、ＰＡＰ装置／感知装置は毎回使用後に治療結果を示すことが実施す
る、例えば、ＲＤＩ／ＡＨＩ値（例えば、感知装置中が記載の演算式）、従って、使用者
は簡単に治療効果を検査する、及び全体システムの設定を観察する、例えば、選択した感
知装置（感知器）が合わない、或いは使用者の生理状態が変える、例えば、太くなる、細
くなるため、治療効果を影響する場合、設定修正を考慮し、他の感知器（感知装置）を増
加し、或いは本来の感知器（感知装置）を取り替えること。
【００７２】
　他に、本発明の他の面によって、可拡充も可調整の構築も簡易の滴定プロセス（Ｔｉｔ
ｒａｔｉｏｎ）ができる。
【００７３】
　伝統的なＰＡＰ装置の滴定プロセスは、患者は睡眠実験室にＰＡＰ装置を使用、同時に
体に多種類の生理信号感知器を設置し、従って、医者／睡眠エンジニアは感知器が取った
情報によって、患者に合う供気圧力範囲を調整する、例えば、ＲＤＩ（Ｒｅｓｐｉｒａｔ
ｏｒｙ　Ｄｉｓｔｕｒｂａｎｃｅ　Ｉｎｄｅｘ、睡眠呼吸障害指数）／ＡＨＩ（Ａｐｎｅ
ａ／Ｈｙｐｏｐｎｅａ　Ｉｎｄｅｘ、呼吸中止及び浅い呼吸指数）値を獲得することによ
って、医者／エンジニアは治療効果が評価できる、他に患者の呼吸障害を緩める希望以外
、滴定の更に重要目的には、患者の最小有効な供気圧力で、患者の最大な使用最適性を追
求する、覚醒の発生を減少する、滴定プロセスの中で通常に使用する感知器は表１の列の
ように。
【００７４】
　但し、伝統的な滴定プロセスにて不便所もある、感知生理信号の感知器はＰＡＰ装置と
互いに交換できないので、生理信号は必須に医者／睡眠エンジニアの解読によって、伝送
圧力に変え、ＰＡＰ装置に入れ、設定を進行する。
【００７５】
　逆に、本発明によって、感知装置はＰＡＰ装置間とデジタル通信が進行できることによ
って、測った生理情報はＰＡＰ装置に直接提供する、及び感知装置の可変更性や可拡充性
、従って、医者／エンジニアにとって、滴定過程は便利になれる。
【００７６】
　更に、上記が述べた通り、無線通信能力は滴定プロセスに応用する、医者／睡眠エンジ
ニアの操作が更に便利になる。
【００７７】
　無線伝送によって、滴定過程中に、ＰＡＰ装置／感知装置は呼吸、供気圧力、他に関す
る情報を外部装置に伝送する、従って、医者／睡眠エンジニアは即時に資料が監視できる
、例えば、ＲＤＩ／ＡＨＩ値、及びＰＡＰ装置の設定を修正すること。
【００７８】
　優勢的には、本発明の可拡充性及び配置弾みに基づき、睡眠実験室の中で滴定プロセス
を進行する時、多数個感知装置で全方位の情報を提供し、正確な伝送圧力の範囲を定義す
る、一方、自宅で使用する時、滴定期間で適当な圧力が得るので、ＰＡＰ装置は少なく感



(12) JP 5724085 B2 2015.5.27

10

20

30

40

50

知装置が配置できる。
【００７９】
　また、本発明によって、ＰＡＰ装置や感知装置は自動的に供気行為を決定する、従って
、自宅で滴定プロセスを進行することが可能になる。そして、もし圧力設定を決定する時
、専業意見を需要する場合、メモリは必要な情報が提供できる。
【００８０】
　更に、メモリの設置によって、システムは長期的に操作資料を収集及び分析可能、更に
合う供気行為を獲得、資料は幅広くする時、獲得した供気方式はもっと精確する。
【００８１】
　ここで、取り外す式メモリの形式を実施する時、前記メモリは直接に一般的なメモリ形
式を使用可能、例えば、ＳＤ、ＣＦ、ＭＳ、ＭＭＣ、ｘＤなど、スマートカードの形式も
使用可能、例えば、スマートカード（Ｓｍａｒｔ　ｃａｒｄ）、しかも、対応インターフ
ェイスによって、例えば、カードリード、保存した資料の中、でコンピューター、或いは
他の装置にアクセスする、また、前記コンピューター、或いは装置はネットワーク機能を
持つ時、メモリに保存される情報はネットワークでアップロード進行する、逆に、使用者
もネットワークでダウンロード資料をメモリに伝送できる、メモリは内蔵式の時、ＰＡＰ
装置／感知装置は直接にネットワーク機能持ちコンピューターと接続することによって、
資料保存、アップロード、ダウンロードを執行する。
【００８２】
　コンピューター／装置でのネットワーク以外、本発明のもうの例によって、気体伝送シ
ステムもネットワーク機能の通信インターフェイスが提供できる、例えば、内蔵式のネッ
トワークのインターフェイス、或いはシリアルポートはモデムに接続するを通し、ＰＡＰ
装置／感知装置はネットワークと接続し、遠端交換を執行する。
【００８３】
　ネットワーク接続を通し、患者はどんな時間でもアップロードが可能（例えば、生理情
報及び圧力に関する情報）、例えば、遠端医者／エンジニア、或いは医者／エンジニアは
アクセスできるのウェブサイト、或いは分析演算式を提供するウェブサイト、従って、医
者／エンジニア或いはウェブサイトからアドバイス／診断が提供できる、気体伝送システ
ム（ＰＡＰ装置及び感知装置）の設定を修正することは患者に役立つ。
【００８４】
　また、医者、ウェブサイト分析プログラムのアドバイス設定をダウンロード以外、設定
やＰＡＰ装置／感知装置の運作方式を変更することもダウンロード可能、例えば、最初に
感知装置は呼吸気流信号で気体伝送を調整するが、時間が経つと治療効果は予想に達しな
い場合、使用者は他種類の生理信号が選択できる、例えば、ＥＣＧ信号は調整の参考にす
る、この状況で、使用者はウェブサイトでＥＣＧに関するプログラムをダウンロード可能
、本来の呼吸気流プログラムを取り替え、或いは、（需要がある時）感知装置は多種類の
信号を受け入れになること、従って、感知装置の取り入れ／増加がさせることなく、唯取
り感知器の替え／増加でを通し、供気行為を変え、そうすると、システムの弾みをさせる
ことなく、有効的にコストを下げること。
【００８５】
　下記には実際使用の状況は例で説明する、同じように、下記には唯例を挙げ、限らない
こと。
【００８６】
　図４を示すように、仮にＰＡＰ装置１０は定圧のＣＰＡＰ装置を提供するため、提携す
る感知装置は呼吸気流感知装置４１、及び／或いは鼾音感知装置４２、及び酸素感知装置
４３が含まれ、本発明の可拡充式気体伝送システムによって、ＡＰＡＰ（自動気道正圧呼
吸）装置の効果に相同する、ＡＰＡＰ装置は無呼吸（Ａｐｎｅａ）／低呼吸（Ｈｙｐｏｐ
ｎｅａ）出ることによって、供気行為を調整するため、外部感知装置は睡眠時無呼吸／低
呼吸に関する情報を提供する時、前記システムの役目はＡＰＡＰ装置である、ここで、呼
吸気流感知は睡眠時無呼吸／低呼吸を出ることかどうかが決定でき、鼾音信号は呼吸道の
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塞がりが検査でき、及び酸素飽和度は血液中の酸素量は落ちることが示せる、睡眠時無呼
吸／低呼吸で酸素が足りないことを代表する。
【００８７】
　もう一個の例の中で、図５を示すように、ＰＡＰ装置１０は定圧のｃＰＡＰ装置を提供
するため、提携する感知装置５１は呼吸運動の生理信号を取得すること、例えば、
ＲＩＰ（Ｒｅｓｐｉｒａｔｏｒｙ　Ｉｎｄｕｃｔｉｖｅ　Ｐｌｅｔｈｙｓｍｏｇｒａｐｈ
、呼吸誘導プレチスモグラフ）縛る帯（図の中で表示される胸帯及び腹帯）を利用し、本
発明の可拡充式気体伝送システムによって、ＢｉＰＡＰ（Ｂｉ－Ｌｅｖｅｌ　ｐｏｓｉｔ
ｉｖｅ　ａｉｒｗａｙ　ｐｒｅｓｓｕｒｅ）装置に相同する、ＢｉＰＡＰは使用者吸気及
び呼気時、異なる圧力によって、異なる供気圧力を提供する、従って、胸帯や腹帯は吸気
及び呼気時、関する呼吸運動の情報を提供する、ＰＡＰ装置の役目はＢｉＰＡＰ装置であ
る。
【００８８】
　だから、上記の二つ例で分かり、ＣＰＡＰ装置は外部感知装置との提携によって、ＡＰ
ＡＰ、ＢｉＰＡＰ、或いは他種類気体伝送方式の効果を達する、また、本発明によって、
感知器の種類及び数量は自由に異なる需要に合うことが選択できる、従って、最大な特注
効果が達すること。
【００８９】
　それに、気体伝送システムはＰＡＰ装置及び感知装置の二部分の方式に分けることによ
って、更に自宅生理検測目標の可能性が実現できる。
【００９０】
　感知器及び感知装置の種類、数量が限らないため、感知装置は単独使用する時、つまり
、自宅で使用する生理検測装置と同じこと。
【００９１】
　例えば、唯少数の感知器を接続する時、例えば、唯呼吸気流感知器、或いは呼吸気流感
知器は鼾音感知器を加え、或いは呼吸気流感知器は酸素感知器を加え、１個／多数個感知
器は１個或いは多数個感知装置と接続する時、睡眠検測器（Ｓｌｅｅｐ　Ｓｃｒｅｅｎｅ
ｒ）と相当すること、また、多数個感知装置が共同持つ感知器種類はＰＳＧ（Ｐｏｌｙｓ
ｏｍｎｏｇｒａｐｈ、多重睡眠生理検測）レベルに達する時、自宅で使用のＰＳＧ装置を
提供すると相当、また、感知装置自身の分析能力によって、或いは感知装置と接続する外
部運算装置（例えば、相対応の専有運算装置、コンピューター装置など）の運算／分析能
力、及び感知装置或いは外部装置はネットワーク方式で遠端の運算／分析能力を取得する
など、分析、評価及び診断結果が得る、他に、感知装置及び（または）ＰＡＰ装置は更に
表示単元を含み、検測結果を示す。
【００９２】
　それに、本発明は感知器／感知装置の種類及び数量の増加／減少の可能性を提供するた
め、自宅で検測することは可拡充性になる、従って、本発明気体伝送システムの多機能特
性に基づき、有効的にコストを下げること。
【００９３】
　一方、使用者は自宅で生理検測装置（Ｓｃｒｅｅｎｅｒ或いはＰＳＧでも）が持つ状況
で、受信できる信号を合わせ、供気方式調整のＰＡＰ装置を執行する、そうすると、可拡
充式気体伝送システムを建てること。
【００９４】
　上記が述べたことは総合にし、本発明の可拡充式気体伝送システムによって、相互交換
の二部分、ＰＡＰ装置及び感知装置が提供でき、使用者は自分で需要のＰＡＰ装置の機能
が決定できる、その中、ＰＡＰ装置の機能は感知装置（感知器）の種類及び数量で決定す
る、従って、使用者は、既存ＰＡＰ装置で変えられないハードウェアが／気体伝送方式限
られない、例えば、鼻は塞がりが出た時、鼾音感知器は使用が不適で取り替えられべき、
従って、感知装置（感知器）の可選択性／可調整性は最適な供気行為の可能性を提供する
。



(14) JP 5724085 B2 2015.5.27

10

20

30

40

【００９５】
　また、メモリに保存される記録の操作資料（例えば、システム設定、圧力変化曲線、呼
吸変化曲線）を通し、医者との討論及び医者からの設定によって、更に便利になる、特に
、取り外す式メモリの方式による時、しかも、本発明のシステムは供気行為を決定する前
に長時間の操作資料を記録することが設計され、従って、大量の資料分析で、患者に合う
需要の供気行為が獲得できる、また、優勢的には、患者は自宅で滴定プロセス（ネットワ
ーク経由で）が執行でき、実験室に一晩中の時間を掛けないこと。
【００９６】
　更に、本発明の可拡充式気体伝送システムはネットワークの能力によって、患者は操作
資料（ウェブサイト／医者に）をアップロードによって、治療効果を検査し、新たな操作
プロセスをダウンロードによって、ＰＡＰ装置／感知装置を更新し、需要に応じるため、
変えること。
【００９７】
　だから、弾みに外部感知装置（感知器）の種類、数量の可能性を調整することによって
、本発明の可拡充式気体伝送システムは各患者に特注化の気体伝送によって、最適性を向
上し、覚醒発生を減少すること、また、ＰＡＰ装置は不使用時、感知装置は自宅での生理
検測装置と相当、感知器の内容によって、異なる検測情報を提供し、本発明は多機能シス
テムになること。
【００９８】
　上述の例及び開示は例示を意図しており、網羅を意図したものではない。これらの例及
び説明は、当技術分野における通常の技術の一つに対し多くの変化や代替を提案するもの
である。これら代替及び変化はすべて本発明の特許請求の範囲内に含まれるものとする。
当技術分野を熟知した人物が、ここで説明される特定の実施例の他の同等物に気付いた場
合、それら同等物も本発明の特許請求の範囲によって包含されることが意図される。
【図面の簡単な説明】
【００９９】
【図１】　本発明に基づいたＰＡＰ装置及び感知装置の電路方塊図である。
【図２Ａ】　本発明に基づいたＰＡＰ装置の概略図である。
【図２Ｂ】　本発明に基づいた感知装置の概略図である。
【図３】　本発明に基づいた可拡充式気体伝送システムの実施フローチャートである。
【図４】　本発明に基づいた可拡充式気体伝送システムの第一実施応用概略図である。
【図５】　本発明に基づいた可拡充式気体伝送システムの第二実施応用概略図である。
【符号の説明】
【０１００】
１０　　ＰＡＰ装置
１１　　処理器
１２　　気流産生器
１３　　デジタル通信モジュール
１４　　電源
２０　　感知装置
２１　　処理器
２２　　感知器
２３　　デジタル通信モジュール
２４　　電源
３０　　メモリ
４１　　呼吸気流感知装置
４２　　鼾音感知装置
４３　　酸素感知装置
５１　　呼吸運動感知装置
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